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〈
今
月
の
表
紙
〉

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

地域の個性が
ひかり輝く
自治と協働のまち

奥州市

暮
ら
し
の
中
に

「
書
」の
あ
る
人
生
を

日課の写経は、約14年間一日として欠かしたことはない

さとう・のぶお◎昭和21年、

衣川区生まれ。書家・佐藤

平泉（へいせん）として県

書道協会会長、（公財）日本

書道教育学会参与などを

務める傍ら、書道研究平心

会を主宰する。母と妻と

の３人暮らし

鏡

に
赴
任
。
平
成

年
の
退
職
ま
で
、

19

国
語
と
書
道
の
教
員
と
し
て
県
内

各
地
で
教
鞭
を
執
っ
た
。

平
成

年
に
は
、
日
本
書
道
教

15

育
学
会
展
で
県
内
初
の
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
。「
書
を
通
じ
た

出
会
い
は
財
産
」
と
語
り
、
書
を

入
れ
た
焼
き
物
を
作
る
な
ど
目
標

と
す
る
「
暮
ら
し
の
中
に
書
の
あ

る
人
生
」
を
実
践
し
続
け
て
い
る
。

「
仕
事
の
転
勤
な
ど
で
長
年
故

郷
を
離
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
か

ら
は
地
域
の
た
め
に
尽
く
し
た

い
」
と
ほ
ほ
笑
む
紳
夫
さ
ん
。
今

日
も
筆
を
手
に
、
郷
土
へ
の
思
い

を
一
字
一
字
に
込
め
る
。

水沢区羽田町字芦ヶ沢地内の国道397号沿いにある
よし が さわ

「芦ヶ沢フラワーロード」で２月25日、国際リニアコ

ライダー（ＩＬＣ）をＰＲする看板の設置式が行われま

した。ＩＬＣ誘致への機運を盛り上げようと、水沢区の

女アトム工房（小野寺誠代表取締役）が同ロードの土地

を所有する芦ヶ沢自治会の佐藤徹会長に看板を寄付。

同自治会が設置を行ったものです。

佐藤会長は「世界に誇れるよう、この市内でも立派な

看板を設置できた。看板に負けないように応援してい

きたい」と力強く呼び掛けました。

佐
藤
紳
夫
さ
ん
（

歳
）

70

＝
衣
川
区
古
戸
＝

春
の
陽
光
が
差
し
込
む
書
斎
で
、

佐
藤
紳
夫
さ
ん
は
心
を
静
め
、
丁

寧
に
筆
を
運
ぶ
。

小
学
生
の
と
き
父
の
影
響
で
書

道
を
始
め
た
紳
夫
さ
ん
は
、
昇
段

時
に
父
が
筆
や
紙
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
る
こ
と
が
励
み
に

な
り
、
中
学
生
で
八
段
を
取
得
。

高
校
で
も
腕
を
磨
き
、
書
を
学
ぶ

た
め
二
松
学
舎
大
学
に
進
学
。
日

本
の
書
道
教
育
の
第
一
人
者
で
あ

る
石
橋
犀
水
教
授
に
師
事
し
た
。

さ
い

す
い

石
橋
教
授
に
同
行
し
て
釜
石
市

を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
県

の
教
員
試
験
を
受
け
、
大
学
卒
業

後
に
釜
石
北
高
校（
現
釜
石
高
校
）
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市
と
水
沢
鋳
物
工
業
協
同
組
合
は
、
本
市
出
身
で
プ
ロ
野
球
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
大
谷
翔
平
選
手
を
応
援
す
る
た
め
、
共
同
で
「
大
谷
翔
平

選
手
の
握
手
像
」
を
制
作
。
４
月
６
日
、
水
沢
区
羽
田
町
の
市
伝
統
産
業
会
館

（
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
館
）
で
握
手
像
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
握
手
像
は
、

本
市
を
代
表
す
る
伝
統
的
工
芸
品
「
南
部
鉄
器
」
の
技
術
を
用
い
て
作
ら
れ
た

も
の
で
、
職
人
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
握

手
像
と
そ
の
制
作
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
商
業
観
光
課
観
光
物
産
係
（
内
線
２
７
２
）
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